
measures to prevent contamination by foreign substances

　
当
研
究
所
が
、
大
手
製
パ
ン
企
業
の
団
体

で
あ
る（
一
社
）日
本
パ
ン
工
業
会
の
依
頼
を

受
け
て
、
異
物
混
入
防
止
の
抜
本
的
対
策
と

し
て
米
国
で
高
い
実
績
が
あ
るA

m
erican 

Institute of Baking

（
米
国
製
パ
ン
研
究

所
）の
フ
ー
ド
セ
ー
フ
テ
ィ
監
査（
以
下
、
Ａ

Ｉ
Ｂ
監
査
）
を
日
本
に
導
入
し
て
か
ら
、
早

い
も
の
で
17
年
が
経
過
し
た
。
表
１
に
示
し

た
よ
う
に
、
導
入
を
開
始
し
た
２
０
０
１
年

AIB監査とはどのようなシステムか、本年1月1日からの改定ポイント、
異物混入防止に対する有効性、異物混入防止に関わる具体的な
統合基準、効果を上げるためのヒントなどについて解説する。

食品工場にとっての重要課題の一つが異物混入クレーム。
対応を一歩間違えると企業の信頼まで損なうことになるため、
徹底した異物混入対策が求められる。今回は第1部 AIB編、
第2部技術編、第3部防虫編とし3部構成で特集を企画。
第1部では異物混入防止の抜本的対策として有効であると
今やさまざまな業種に広がっている
AIBフードセーフティ監査からアプローチする異物混入対策を、
第2部と第3部では防虫を含めた各種対策技術を紹介する。

ＡＩＢ監査による
実践的異物クレーム低減策

異物混入を
防ぐ
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表 1 日本におけるAIB監査利用動向

業　種

製パン
製　粉
製　菓
弁当・サンドイッチ・惣菜
乳製品
飲　料
食肉加工
油　脂
精　米
流通倉庫
包装資材
その他
小規模食品製造施設

件　数
（2001年）
（23）
（10）
（1）

-
（2）

-
（1）

-
（1）

-
-
-
-

2016年
52
40
43
35
17
19
28
10
17
18
11
46
127

は
じ
め
に
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ＡＩＢ編第１部特集  異物混入を防ぐ

の
Ａ
Ｉ
Ｂ
監
査
利
用
事
業
所
数
は
製
パ
ン
お

よ
び
製
粉
事
業
所
を
主
体
と
す
る
38
で
あ
っ

た
が
、
利
用
事
業
所
で
の
改
善
実
績
が
口
コ

ミ
で
広
が
り
、
最
近
は
毎
年
４
５
０
〜
５
０

０
の
事
業
所
で
利
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

利
用
事
業
所
は
製
菓
、
弁
当
・
惣
菜
、
乳
製

品
、
食
肉
加
工
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。

　
Ａ
Ｉ
Ｂ
監
査
と
は
、
Ａ
Ｉ
Ｂ
の
資
格
認
定

を
受
け
た
監
査
員
が
「
Ａ
Ｉ
Ｂ
国
際
検
査
統

合
基
準
」
に
基
づ
い
て
、
依
頼
事
業
所
に
食

品
衛
生
管
理
上
の
問
題
が
存
在
し
な
い
か
を

現
場
主
体
で
検
査
し
、
認
め
ら
れ
た
問
題
点

の
リ
ス
ク
を
評
価
す
る
と
と
も
に
そ
の
合
理

的
な
改
善
方
法
を
教
示
す
る
教
育
シ
ス
テ
ム

で
あ
り
、
定
期
的
に
Ａ
Ｉ
Ｂ
監
査
を
利
用
し

て
い
る
事
業
所
で
は
食
品
衛
生
上
の
事
故
だ

け
で
な
く
、
異
物
混
入
ク
レ
ー
ム
が
顕
著
に

減
少
し
て
い
る
。
ま
た
、
Ａ
Ｉ
Ｂ
監
査
へ
の

取
り
組
み
は
現
場
の
従
業
員
一
人
一
人
の
モ

ラ
ル
と
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
に
つ
な
が

る
た
め
、
製
品
の
品
質
や
生
産
性
が
向
上
す

る
と
の
話
を
よ
く
耳
に
す
る
。
こ
の
よ
う
な

Ａ
Ｉ
Ｂ
監
査
の
特
徴
を
以
下
に
紹
介
す
る
。

　
「
Ａ
Ｉ
Ｂ
国
際
検
査
統
合
基
準
」
の
骨
格

は
一
般
衛
生
管
理
を
は
じ
め
と
す
る
前
提
条

件
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
高
度
に
構
築
し
た
上
で
Ｈ

Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
実
施
を
要
求
す
る
も
の
で
、
漏

れ
の
な
い
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構
築

Preventive C
ontrol

：
危
害
分
析
お
よ
び

リ
ス
ク
に
基
づ
い
た
予
防
的
管
理
）
と
さ
れ
、

過
去
に
各
食
品
群
に
起
こ
っ
た
ク
ラ
ス
１
リ

コ
ー
ル
を
徹
底
的
に
予
防
的
に
管
理
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
り
、
危
害
分
析
に
お
い
て

は
食
品
群
ご
と
の
経
験
が
重
要
視
さ
れ
る
。

ま
た
、
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
で
は
Ｃ
Ｃ
Ｐ
に
な
ら
な

い
予
防
管
理
措
置
で
あ
っ
て
も
、
重
要
な
も

の
は
徹
底
的
に
管
理
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
、

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
よ
り
も
実
効
性
が
高
い
と
推
察

さ
れ
る
。

　
な
お
、
ク
ラ
ス
１
リ
コ
ー
ル
が
多
い
食
品

群
は
「
高
リ
ス
ク
食
品
」
と
さ
れ
、
予
防
的

な
管
理
の
徹
底
が
強
く
求
め
ら
れ
る
。
ク
ラ

ス
１
リ
コ
ー
ル
の
最
大
の
原
因
は
、
図
１
に

示
し
た
よ
う
に
未
表
示
ア
レ
ル
ゲ
ン
の
混
入

に
な
っ
て
お
り
、
従
来
微
生
物
的
リ
ス
ク
が

低
い
た
め
に
高
リ
ス
ク
食
品
と
は
見
な
さ
れ

な
か
っ
た
ベ
ー
カ
リ
ー
製
品
、
ス
ナ
ッ
ク
菓

子
製
品
、
あ
る
い
は
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
製
品
の

ア
レ
ル
ゲ
ン
に
関
す
る
ク
ラ
ス
１
リ
コ
ー
ル

が
多
い
た
め
に
、
Ｆ
Ｓ
Ｍ
Ａ
で
は
高
リ
ス
ク

食
品
に
分
類
さ
れ
る
。

　
新
基
準
で
は
Ｆ
Ｓ
Ｍ
Ａ
に
対
応
し
た
予
防

的
管
理
の
強
化
が
要
求
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ｃ
に
関
し
て
は
、
米
国

に
製
品
を
輸
出
す
る
事
業
所
に
は
要
求
さ
れ

る
が
、
そ
う
で
な
い
事
業
所
に
は
依
然
と
し

に
つ
な
が
る
。
ま
た
、
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
対
象

で
は
な
い
異
物
混
入
の
防
止
に
極
め
て
効
果

的
で
あ
る
。

　
同
基
準
は
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
高

度
な
食
品
衛
生
管
理
体
制
の
構
築
を
推
奨
す

る
も
の
で
、
定
期
的
に
内
容
の
見
直
し
と
改

定
が
行
わ
れ
て
い
る
。
米
国
で
は
昨
年
の
９

月
か
ら
食
品
安
全
強
化
法
（
Ｆ
Ｓ
Ｍ
Ａ
）
の

適
用
が
始
ま
っ
た
た
め
、
そ
の
内
容
を
踏
ま

え
た
同
基
準
の
改
定
が
行
わ
れ
、
本
年
の
1

月
１
日
か
ら
運
用
さ
れ
て
い
る
。

　
今
回
の
「
Ａ
Ｉ
Ｂ
国
際
検
査
統
合
基
準
」

改
定
の
契
機
と
な
っ
た
Ｆ
Ｓ
Ｍ
Ａ
に
つ
い
て

簡
単
に
触
れ
る
こ
と
に
す
る
。
米
国
で
は
食

品
安
全
上
の
事
故
が
多
く
、
こ
れ
を
軽
減
す

る
抜
本
的
な
対
策
と
し
て
Ｆ
Ｓ
Ｍ
Ａ
が
適
用

さ
れ
た
。
米
国
疾
病
予
防
管
理
セ
ン
タ
ー
の

近
年
の
統
計
で
は
１
年
間
の
食
品
に
由
来
す

る
健
康
被
害
が
約
４
８
０
０
万
人
、
入
院
患

者
数
が
約
12
万
８
０
０
０
人
、
死
亡
者
は
約

３
０
０
０
人
に
も
及
ぶ
と
さ
れ
て
い
る
。
そ

し
て
、
米
国
食
品
医
薬
品
局
（
Ｆ
Ｄ
Ａ
）
の

規
定
に
よ
る
ク
ラ
ス
１
リ
コ
ー
ル
（
重
篤
性

が
高
い
製
品
回
収
）
が
増
加
し
て
い
る
。
そ

こ
で
、
ク
ラ
ス
１
リ
コ
ー
ル
を
予
防
的
に
管

理
す
る
積
極
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
と
さ

れ
、
Ｆ
Ｓ
Ｍ
Ａ
が
適
用
さ
れ
た
。
そ
の
骨
格

は
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
で
は
な
く
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ｃ

（H
azard A

nalysis and Risk-Based 

て
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
が
要
求
さ
れ
る
。
し
か
し
、

製
品
の
消
費
が
日
本
国
内
に
限
定
さ
れ
る
事

業
所
に
お
い
て
も
、
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
を
Ｈ
Ａ
Ｒ

Ｐ
Ｃ
仕
様
に
改
善
し
運
用
す
る
と
実
効
性
が

高
ま
る
で
あ
ろ
う
。
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ｃ
の
詳
細
に

関
し
て
は
別
の
機
会
に
解
説
し
た
い
。
ま
た
、

ア
レ
ル
ゲ
ン
の
管
理
と
交
差
汚
染
の
防
止
を

徹
底
す
る
こ
と
が
強
く
要
求
さ
れ
て
い
る
。

日
本
で
も
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
が
増
加
傾
向
に

あ
り
、
新
基
準
は
実
効
性
が
高
い
。
新
基
準

は
当
研
究
所
フ
ー
ド
セ
ー
フ
テ
ィ
部
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（w

w
w
.foodsafety.jp

）
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

図 1 米国のクラス 1リコールの原因

問題のある食品（Reportable Food）の登録システム第4回年次報告より、FDA（2013）

Ａ
Ｉ
Ｂ
国
際
検
査
統
合
基
準

Ｆ
Ｓ
Ｍ
Ａ

新
Ａ
Ｉ
Ｂ

国
際
検
査
統
合
基
準
の
特
徴

サルモネラ菌
58 

（29%）

リステリア菌
35

（17%）

88 
（44%）

未表示アレルゲンの混入

Nutrient Imbalance
Uneviscerated Fish
Drug Contamination
Pathogenic E .coli
Other
Foreign Object
Undeclared Sulfi tes

6
1
4
4
3
1
2

（3％）
（0.5％）
（2％）
（2％）
（1.5％）
（0.5％）
（1％）
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measures to prevent contamination by foreign substances

　
近
年
、
コ
ー
デ
ッ
ク
ス
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
を
ベ

ー
ス
と
し
た
Ｆ
Ｓ
Ｓ
Ｃ
２
２
０
０
０
な
ど
の

国
際
認
証
規
格
に
よ
る
認
証
を
求
め
る
企
業

が
増
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
昨
年
12
月
に
厚

生
労
働
省
が
「
食
品
衛
生
管
理
の
国
際
標
準

化
に
関
す
る
検
討
会
」
の
最
終
と
り
ま
と
め

を
公
表
し
、
今
後
、
全
て
の
食
品
等
事
業
者

を
対
象
に
し
た
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
制
度
化
に
向

け
た
取
り
組
み
が
進
む
。
し
か
し
、
図
２
に

示
し
た
よ
う
に
、
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
に
は
落
と
し

穴
が
あ
る
こ
と
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
そ

れ
は
、
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
７
原
則
と
12
手
順
を

実
施
す
る
前
に
前
提
条
件
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
高

度
に
構
築
し
実
施
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

こ
れ
に
不
備
が
あ
る
と
事
故
が
起
こ
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
と
い
う
と
Ｃ

Ｃ
Ｐ
の
設
定
と
管
理
に
重
点
が
置
か
れ
る
が
、

大
半
の
危
害
は
前
提
条
件
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
管

理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
健
康
上

の
危
害
が
な
い
た
め
に
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
対
象

と
は
な
ら
な
い
が
、
消
費
者
が
健
康
上
の
危

害
と
同
じ
よ
う
に
見
な
す
毛
髪
や
貯
穀
害
虫

な
ど
の
異
物
混
入
は
前
提
条
件
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
高
度
に
構
築
し
実
施
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

管
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
食
品
衛
生
管
理
に
最
も

重
要
な
事
項
は
前
提
条
件
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
高

度
化
で
あ
る
が
、
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
を
導
入
し
た

事
業
所
で
あ
っ
て
も
こ
こ
に
漏
れ
が
生
じ
や

す
い
。
そ
の
例
と
し
て
、
ド
イ
ツ
の
大
手
製

パ
ン
企
業M

üller Brot

が
挙
げ
ら
れ
る（
図

３
）。
同
社
は
従
業
員
数
１
万
３
０
０
０
人
の

ド
イ
ツ
を
代
表
す
る
製
パ
ン
企
業
で
あ
り
、

セ
ン
ト
ラ
ル
工
場
は
Ｉ
Ｆ
Ｓ
と
い
う
Ｆ
Ｓ
Ｓ

Ｃ
２
２
０
０
０
に
相
当
す
る
Ｇ
Ｆ
Ｓ
Ｉ
の
国

際
認
証
規
格
に
94
％
と
い
う
高
水
準
で
認
証

さ
れ
て
い
た
が
、
前
提
条
件
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

漏
れ
が
多
か
っ
た
た
め
に
異
物
混
入
事
故
を

繰
り
返
し
、
12
年
に
倒
産
し
て
し
ま
っ
た
。

　
前
提
条
件
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
は
常
識
的

な
事
柄
の
羅
列
で
あ
る
が
、
そ
の
常
識
を
漏

れ
な
く
徹
底
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。

Ａ
Ｉ
Ｂ
監
査
の
最
大
の
特
徴
は
、
Ａ
Ｉ
Ｂ
国

際
検
査
統
合
基
準
に
特
殊
性
が
あ
る
の
で
は

な
く
、
厳
し
く
訓
練
さ
れ
た
Ａ
Ｉ
Ｂ
監
査
員

が
依
頼
事
業
所
の
現
場
を
危
害
分
析
の
目
で

徹
底
的
に
検
査
す
る
と
と
も
に
、
認
め
ら
れ

た
危
害
を
予
防
的
に
管
理
す
る
合
理
的
な
方

法
を
提
案
す
る
こ
と
に
あ
る
。
大
変
に
泥
く

さ
い
検
査
・
教
育
活
動
で
あ
る
が
、
こ
れ
に

取
り
組
む
た
め
に
は
現
場
の
従
業
員
一
人
一

人
の
イ
ン
プ
ッ
ト
が
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
の

結
果
と
し
て
実
効
性
が
高
ま
る
。
も
ち
ろ
ん
、

食
品
衛
生
管
理
に
関
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
重

要
で
あ
り
、
通
常
の
Ａ
Ｉ
Ｂ
監
査
で
は
各
種

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
審
査
も
行
う
が
、
Ｆ
Ｓ
Ｓ
Ｃ

２
２
０
０
０
な
ど
の
国
際
認
証
規
格
ほ
ど
厳

密
で
は
な
い
。
逆
の
見
方
を
す
る
と
、
Ｆ
Ｓ

Ｓ
Ｃ
２
２
０
０
０
な
ど
の
国
際
認
証
規
格
は

Ａ
Ｉ
Ｂ
監
査
ほ
ど
現
場
の
前
提
条
件
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
検
査
が
厳
密
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、

Ａ
Ｉ
Ｂ
で
は
国
際
認
証
規
格
に
取
り
組
ん
で

い
る
事
業
所
を
対
象
に
、
現
場
で
の
検
査
と

教
育
だ
け
を
行
い
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
審
査
は

行
わ
な
い
「
イ
ン
ス
ペ
ク
シ
ョ
ン
・
オ
ン
リ

ー
」
と
い
う
監
査
を
15
年
に
開
始
し
て
い
る
。

Ｆ
Ｓ
Ｓ
Ｃ
２
２
０
０
０
な
ど
の
国
際
認
証
規

格
と
Ａ
Ｉ
Ｂ
監
査
の
イ
ン
ス
ペ
ク
シ
ョ
ン
・

オ
ン
リ
ー
を
併
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
食

品
衛
生
管
理
の
信
頼
性
が
飛
躍
的
に
向
上
す

る
。
特
に
、
健
康
上
の
危
害
の
予
防
的
対
策

だ
け
で
は
な
く
、
異
物
混
入
防
止
の
予
防
的

対
策
が
顕
著
に
改
善
さ
れ
る
。
そ
の
ポ
イ
ン

ト
を
次
に
紹
介
す
る
。

　
清
掃
は
製
品
に
対
す
る
危
害
を
除
去
す
る

食
品
衛
生
管
理
上
極
め
て
重
要
な
作
業
で
あ

り
、
こ
れ
を
計
画
的
に
漏
れ
な
く
実
施
す
る

た
め
に
は
、
清
掃
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
高
度
化

が
不
可
欠
で
あ
る
。
Ａ
Ｉ
Ｂ
監
査
で
は
清
掃

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
、
毎
日
行
う
デ
イ
リ
ー
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
潜
在
的
な
危

図 2 HACCPの落とし穴

図 3 ドイツの大手製パン会社Müller Brot：2012年に倒産 

［適正製造規範（GMP）］
［サニテーション］
［有害生物防除］
［化学薬剤管理］
［アレルゲン管理］ 

［リコー ルとトレーサビリティ］

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
落
と
し
穴

Ａ
Ｉ
Ｂ
監
査
の
特
徴

異
物
混
入
防
止
の
予
防
的
対
策

清
掃
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
高
度
化

ポ
イ
ン
ト
１

IFSという、HACCPを基本にした ISO 22000よりもさらに厳しい衛生基準を、
94%という高水準で満たしていると認証されていた

セントラル工場（5万4000m2）
ネズミのふん、ゴキブリやガなどの
害虫が工場内で多数発見される

工場の不衛生により何度も罰金
配送されたパンの回収命令が3回

従業員（1万3000人） 
一人一人のモラルが重要

前提条件プログラム
（一般衛生管理）に
不備があってはならない !

前提条件プログラム
（一般衛生管理）

HACCP7原則 12手順
健康上の危害のみが対象

毛髪、貯穀害虫などの異物混入は
前提条件プログラムで管理

CCPの設定、管理に重点が
置かれるが、大半の危害は
前提条件プログラムで管理 
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害
防
除
対
策
と
し
て
定
期
的
に
本
格
的
に
行

う
マ
ス
タ
ー
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

（
表
２
）
に
大
別
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
中
で
、

Ａ
Ｉ
Ｂ
監
査
を
初
め
て
利
用
し
た
事
業
所
で

は
、
マ
ス
タ
ー
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
清
掃
箇
所
の
漏
れ
が
あ
る
、
あ
る
い
は

清
掃
頻
度
が
不
適
切
で
あ
る
な
ど
の
事
例
が

認
め
ら
れ
る
場
合
が
多
い
。
そ
の
一
例
と
し

て
、
製
氷
機
（
図
４
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ

の
装
置
を
検
査
す
る
場
合
は
、
清
潔
な
軍
手

を
着
用
し
、
氷
の
落
下
口
内
部
を
一
回
転
こ

す
る
。
す
る
と
カ
ビ
や
ぬ
め
り
に
よ
っ
て
軍

手
が
黒
く
な
る
場
合
が
多
い
。
こ
の
よ
う
な

場
所
を
マ
ス
タ
ー
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
に
組
み
込
み
、
問
題
が
生
じ
な
い
頻
度

で
清
掃
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
マ
ス
タ
ー

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
短
期
間
で

出
来
上
が
る
も
の
で
は
な
く
、
製
品
に
近
い

所
か
ら
徹
底
を
始
め
、
最
終
的
に
は
事
業
所

の
全
て
を
網
羅
す
る
と
い
う
取
り
組
み
方
が

有
効
で
あ
る
。

　
清
掃
作
業
が
複
雑
な
箇
所
は
、
清
掃
の
手

順
を
分
か
り
や
す
く
示
し
た
清
掃
手
順
書
が

必
要
で
あ
る
。
清
掃
作
業
の
標
準
化
が
な
さ

れ
な
け
れ
ば
製
品
の
安
全
性
を
確
保
で
き
な

い
。
ま
た
、
清
掃
用
具
の
管
理
が
重
要
で
あ

り
、
例
え
ば
ブ
ラ
シ
の
場
合
、
製
品
接
触
面

は
青
色
、
卵
取
り
扱
い
器
具
は
赤
色
、
非
衛

生
箇
所
は
黄
色
と
い
っ
た
よ
う
な
色
分
け
が

有
効
で
あ
る
。

　
清
掃
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
高
度
化
を
図
る
た

表 2 マスタークリーニングスケジュール（MCS）(例）
2月

誰が、どこを、いつ、清掃するのか・したか

場　所
米浸漬タンク
内部
搬送ポンプ
搬送パイプ

スタッカー外観

急速冷却機
内部
下部の床、上部

頻　度

1回／週
1回／週
1回／週

1回／週

1回／週
1回／ 2週

担当

炊飯
炊飯
炊飯

炊飯

炊飯
炊飯

第 1週

2/2
3/4
3/4

4/4

5/5

第2週

9/9
10/10
10/10

12/12

12/12
13/13

第3週

16/
17/
17/

18/

19/

第4週

23/
24/
24/

25/

26/
27/

清
掃
手
順
書

ポ
イ
ン
ト
２

機
械
・
設
備
の

フ
ー
ド
セ
ー
フ
テ
ィ
設
計

ポ
イ
ン
ト
３

カビ、ぬめり

図 4 清掃漏れの例（製氷機内）
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measures to prevent contamination by foreign substances

め
に
は
機
械
・
設
備
の
フ
ー
ド
セ
ー
フ
テ
ィ

設
計
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、

微
生
物
や
昆
虫
の
隠
れ
場
所
を
な
く
し
、
内

部
の
全
て
を
清
掃
・
点
検
し
や
す
い
構
造
に

す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
問
題
を
抱
え

て
い
る
事
業
所
が
少
な
く
な
い
。
そ
の
一
例

を
図
５
に
示
し
た
。
Ａ
Ｉ
Ｂ
監
査
が
日
本
に

導
入
さ
れ
た
当
初
、
製
パ
ン
工
場
の
ミ
キ
サ

ー
上
部
に
あ
る
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ビ
ン
（
ミ

キ
サ
ー
に
投
入
す
る
小
麦
粉
を
入
れ
て
お
く

装
置
）
は
（A）
の
よ
う
に
分
解
清
掃
に
長
時
間

を
要
す
る
た
め
に
清
掃
が
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ

て
お
ら
ず
、
内
部
は
貯
穀
害
虫
が
発
生
す
る

た
め
に
、
定
期
的
な
薫
蒸
が
不
可
欠
で
あ
っ

た
。
そ
こ
で
、
Ａ
Ｉ
Ｂ
監
査
を
実
施
し
た
事

業
所
で
は
（B）
の
よ
う
に
点
検
口
を
設
け
、
内

部
の
清
掃
と
点
検
を
容
易
に
行
え
る
よ
う
に

改
善
し
て
い
る
。

　
機
械
・
設
備
の
設
置
方
法
は
清
掃
作
業
に

多
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
。
大
原
則
は
床
か
ら

上
げ
、
ま
た
壁
か
ら
離
し
、
清
掃
で
き
る
ス

ペ
ー
ス
を
設
け
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
床

か
ら
上
げ
ら
れ
な
い
、
壁
か
ら
離
せ
な
い
場

合
は
隙
間
を
埋
め
コ
ー
キ
ン
グ
剤
で
完
全
シ

ー
ル
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
古
い
機

械
・
設
備
を
使
用
し
て
い
る
事
業
所
で
は
、図

６
の
（A）
の
よ
う
に
清
掃
・
点
検
が
極
め
て
困

難
な
箇
所
が
認
め
ら
れ
る
。
リ
ス
ク
が
高
い

箇
所
か
ら
（B）
の
よ
う
に
床
か
ら
上
げ
清
掃
・

点
検
が
容
易
な
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
、
あ

る
い
は
壁
か
ら
離
す
改
善
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
粉
じ
ん
が
舞
う
事
業
所
で
（C）
の
よ
う

に
中
空
の
支
柱
を
使
用
す
る
場
合
は
、
（D）
の

よ
う
に
端
面
に
カ
バ
ー
を
設
置
し
、
清
掃
を

不
要
と
す
る
改
善
が
必
要
で
あ
る
。

　
異
物
混
入
を
予
防
的
に
管
理
す
る
た
め
に

は
材
料
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
重
要
で
あ
る
。

大
規
模
製
パ
ン
工
場
な
ど
の
場
合
は
、
小
麦

粉
の
サ
イ
ロ
や
輸
送
配
管
内
に
粉
だ
ま
り
が

あ
る
と
貯
穀
害
虫
の
混
入
を
防
止
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
ミ
キ
サ
ー
に
小
麦

粉
を
投
入
す
る
前
に
、
イ
ン
ラ
イ
ン
シ
フ
タ

ー
で
貯
穀
害
虫
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
う
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
と
き
、
シ
フ
タ
ー

の
メ
ッ
シ
ュ
サ
イ
ズ
が
重
要
で
あ
る
（
図
７
）。

Ａ
Ｉ
Ｂ
監
査
で
は
貯
穀
害
虫
の
幼
虫
、
さ
な

ぎ
、
成
虫
が
通
過
し
な
い
30
メ
ッ
シ
ュ
（
目

図 5 ミキサー上部のホールディングビンの設計

図 6 機械・設備の設置方法の例

機
械
・
設
備
の
設
置
方
法

ポ
イ
ン
ト
４

材
料
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

ポ
イ
ン
ト
５

デッキオーブン下の清掃? 床上げOK　点検・清掃容易 ◎ 

端面にカバーを設置端面が開放 ⇒ 粉じんがたまり虫の生息箇所に

（A）

（C）

（B）

（D）

点検口を設置 ⇒ 清掃・点検が容易分解、清掃・点検が困難

（A） 改善前 （B） 改善後
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開
き
０
・
６
㎜
）
の
ふ
る
い
を
要
求
し
て
い

る
が
、
Ａ
Ｉ
Ｂ
監
査
導
入
当
初
の
日
本
の
製

パ
ン
工
場
で
使
用
さ
れ
て
い
た
ふ
る
い
は
良

く
て
16
メ
ッ
シ
ュ
（
目
開
き
１
㎜
）
で
あ
っ

た
。
こ
れ
で
は
貯
穀
害
虫
が
通
過
し
て
し
ま

う
た
め
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
不
可
能
で
あ
っ
た
。

今
日
で
は
30
メ
ッ
シ
ュ
へ
の
変
更
が
普
及
し

て
お
り
、
パ
ン
へ
の
貯
穀
害
虫
混
入
の
ク
レ

ー
ム
が
顕
著
に
減
少
し
て
い
る
。

　
製
品
を
予
防
的
に
危
害
か
ら
守
る
た
め
の

対
策
が
立
て
ら
れ
て
い
て
も
、
現
場
の
担
当

者
の
取
り
組
み
が
不
適
切
で
あ
れ
ば
事
故
を

防
止
す
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
る
。
従
っ
て
、

製
品
を
守
る
た
め
に
は
、
従
業
員
教
育
が
極

め
て
重
要
で
あ
る
。

　
Ａ
Ｉ
Ｂ
監
査
は
現
場
の
潜
在
的
な
危
害
を

発
見
し
、
そ
こ
の
担
当
者
に
ど
の
よ
う
な
改

善
を
行
う
と
よ
い
か
、
す
な
わ
ちH

ow

を

伝
え
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
理
由
、
す
な

わ
ちW
hy

を
教
育
す
る
。
こ
の
繰
り
返
し

に
よ
っ
て
現
場
に
は
フ
ー
ド
セ
ー
フ
テ
ィ
文

化
が
育
ま
れ
、
従
業
員
規
範
の
徹
底
が
進
む
。

従
業
員
規
範
の
徹
底

ポ
イ
ン
ト
６

◀インライン
シフター

シフター
による

粉体原料の
チェック

目開き
貯穀害虫の除去    
モニタリング

0.6mm
○
○

1mm
×
×

　以上、本誌編集部の依頼を受けて、
AIB監査による実践的異物クレーム
低減策を紹介した。誌面の都合上、
解説が不十分であることをお許し願
いたい。AIB監査の詳細についてご
興味のある方は、お気軽に当研究所
フードセーフティ部までお問い合わせ
ください。

SUMMARY

図 7 材料のモニタリングの例（インラインシフター）
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